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弁護士に相鱗し,平 成 29年 4月 19日 付の通知事 (甲 4の
1)を

被告宛 :〔 出 t,、 披奮に善迅を求めた。 これは同年
4月 20日 に送避

こ‡ヽた 「ヽll1 4の 2)(′ か t″ 、被告はこれに全
く何の返答もせず、無

視 したのであり,全 く鐘意ある対応をとらなかつ
た。

l服わな駐ム筵

勉わせて戯 菫麟左虚■

かなたの題,

というポスター (甲 6)を 全棟の掲示模に嬌示してくれたのであ

員に原帝らは、たまたま本件団地 (原 告らの層住
する第 11蘭 地 )

物全体のほの俊 準響え補修 ll事 を機 :1 自宅 (自 宝)を クリ
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